
令和３年度 第 1 回 学校運営協議会の報告 

 

令和３年度第 1 回会議は、５月 25 日(火)に予定しておりましたが、新型コロナウィルス感染拡大防止の観

点から書面による審議となりました。令和２年度学校評価・令和３年度学校経営計画・授業アンケート質問項

目およびこれまでの取り組み状況について、各委員から文書でご意見をいただき、木原会長にご意見を集約い

ただき、校長、教頭で協議とまとめをいたしました。 

出席者（メール、電話、面談にてご意見をいただいた委員） 

 木原俊行(会長),中務高俊(副会長),中川智皓(委員),山本博資(委員),冨士原純一(委員),松本理差子(委員) 

 

 

＜議題・協議事項＞ 

○令和３年度学校経営計画について 

 ＜中期的目標＞  

令和 2年度に追加される課題は、次の２点と考えます。 

①コロナ禍の中でのオンライン授業またはオンデマンド授業の構築 

中期的目標に 2(1)エ「自律的な学びを高める」を追加したのは評価できる。 

  本年度の取組エ、評価指標「家庭学習」になっていますが、コロナ禍でなくても活用していく考えが求め

られる。 

近い将来、GIGA スクール構想によって ICT 活用による授業支援を受けた生徒が在籍することになる。オ

ンライン活用、あるいはオンデマンドによる授業支援など「個別最適化され創造性を育む」教育について

の構想が必要になる。そのため、現時点ではその一歩として「支援を要する生徒」への学びの保障として

の活用が考えられる。 

 今年度導入予定の１人１台パソコンの活用を含め、学習のあり方・学習支援に活かしたいと考え、先生

方に研修の参加、情報収集に努めていただいています。 

②新学習指導要領に対応した学習評価活動に対する取り組み 

学習指導要領は、新しい時代を生きる資質・能力育成が目標になっている。同時に、学習評価の充実がも

う一つの目標となっている。 

高校では、「知識・技能」を活用し「思考力・判断力・表現力」を養い「学びに向う力、人間性」の育成

する教育が必要です。今後、各教科・科目において観点別評価と評定が目的に準拠した評価として実施す

ることが求められます。 

  今年度の取組として、「校内教員研修の実施」としていますが、従来からのルーブリック評価との関連な

ど、研修組織として「プロジェクトチーム」など組織化が必要と考えます。 

 昨年度末に職員研修を行い、それを元に各教科で評価を実験的に行っている段階です。並行して検討チ

ームが評価方法について研究を進めています。夏以降に全教職員で研修を行い評価法をまとめる予定で

す。 

  

○授業アンケートの質問項目について 

今後オンラインでの授業（非同期動画）が配信される場合、動画内の教員の質は同じ動画を使う限り同じで

あるため、その動画授業の質を問うほか、教員のフォローアップ（特に、学習に遅れが生じる生徒等）を問

う質問があってもよいと思います。 

長期的には、教員は知識の伝授というより、学習進捗を管理したり、鼓舞したりする役割に置き換わってく

るのではないかと思います。 



 

○その他 

・「教員に対し、生徒に導入されるものと同じ端末を一人一台整備した」ということはとても素晴らしいこ

とだと思います。それだけではなく、「その端末を用いた職員会議の実施、教職員への連絡・情報提供な

ど…」と、その端末に教職員が慣れるように意識的に活用しているところがさらに素晴らしいことだと思

いました。今後、この端末を活用した様々な取組みを楽しみにしています。 

・全日本教育工学研究協議会全国大会での貴校のご発表も、積極的に取り組んでおられる学校の姿勢が反

映されており、素晴らしいと感じています。 

・グループワークやグループ活動、ディスカッションが現場でできないことに対し、各人の端末を用いた遠

隔でのグループワークの準備などもはじめられるとよいかと思います。 

 1 人 1 台パソコンの活用について、研修を進めていきたいと考えます。ご協力いただけることがありましたら、

お願いいたします。 

・夕陽丘高等学校が位置する上町台地は、地震による倒壊被害や水害等には見舞われるリスクが少ない場所

であり夕陽丘高等学校も災害時の避難場所に指定されています。 

当地域である五条校区ではこのコロナ禍でも規模を縮小しながらも防災減災の訓練をしております。も

し、平日で生徒たちが学校での授業中に大きな地震に見舞われたとき、本校において安全が確認された後

には急遽学校は避難場所に変更されます。その際に校内の生徒たちは避難民ではなく、避難民の受け入れ

人員とならなくてはなりません。是非とも、可能であれば、避難所開設訓練をされては如何でしょうか。 

五条地域の防災リーダー（天王寺区では災害救助青年部と称します）がお手伝いできると思いますのでご

一考を。 

 コロナ禍の中でどれだけ一学校に集まって訓練が可能か見えないところもありますが、ぜひとも地域と

連携した取り組みを行いたいと考えています。（避難所開設訓練は、平成 28年度に天王寺区と合同で行

って以来できておりません。）出来る規模で進めたいと思います。よろしくお願いします。 

・今後、コロナ感染症が終息したとしても、オンラインはあって当たり前の社会になると思います。今年度

導入される端末と共に、上手く活用して頂きたく思います。 

 PTA活動も含めてオンラインでできるようなことはないか、検討して実施できるよう整備ができればと

思います。 

 

＜議決事項＞ なし 

＜まとめ＞ 

令和 3 年度の学校経営計画は，令和 2 年度までの取り組み内容とそれに関する学校評価結果を踏まえて，

合理的に作成されており，妥当なものである。特に以下の点については，協議会として高く評価したい。 

①ICT（特に，一人 1 台端末の環境）活用と，それを発展させるための組織的取り組み，校務の情報化 

②①を活かした，国際交流活動 

③教育相談や進路指導の体制の整備 

①については，コロナ渦が落ち着いてからも，それが継続・発展するように取り組んでいただきたいと考え

る。また，令和 4 年度からの新学習指導要領の全面実施において課題となることが予想される「観点別学習

状況評価」については，校内研修等を計画されているが，それを強化することが望まれる。さらに，昨年度

からコロナ渦で実施が難しくなっている地域との連携については，防災に関するものは，喫緊の課題である

し，地域組織の支援も得られそうであるから，なんらかの実施を検討していただきたい。 

 

第２回運営協議会は 10月下旬に授業見学と合わせて予定しております。 


